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 「出雲崎宝もの新発見事業」推進の一部をご紹介いたします。届出の中に商店などが過去に記念品として作

っていた手ぬぐいを届出いただきました。（下の写真）今回の事業では、このような昔の地域の暮らしを今に伝

えるものなども、「宝もの」として広く募集しております。また第 1 回の届出期限が 12 月 28 日（水）までとな

っておりますので、みなさまのご協力をお願いします。 
 

 11 月 19 日（土）天領の里時代館にて、『第 6回まちなみ

ネットワーク 出雲崎大会』が開催されました。 
この大会には、「新潟県まちなみネットワーク」に所属す

るまちなみ活性化を目指している 13 団体が参加し、出雲崎

の妻入りの街並見学などを行いました。 
「まちなみシンポジウム」では、松蔭大学観光文化学部

教授の古賀学さんを講師に迎え、『町並み景観を生かしたま

ちづくりと各地の事例』というテーマでご講演いただきま

した。この中で、「古くからの町並みを観光資源として活用

するには、調和のとれた地域性やもてなす心を感じ取れる

景観を作り上げることが重要である。」と述べられました。 
また、「新潟県まちなみネットワーク」所属の各団体が、

それぞれ自分たちのまちなみ活性化に向けた活動を報告

し、県内各地のまちづくりに対する意識の共有を図りまし

た。 
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今月号の公民館だよりには、以下のチラシが折り込んであります。こちらもぜひご覧ください。 
・『ガーデニング教室（第８回）参加者募集』 



～みなさんの身近な情報をお寄せください。～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 中央公民館   町立図書館（海岸公民館）  

  蠅の帝国 －軍医たちの黙示録― 
・・・帚木 蓬生 著 

  一生感動一生青春 
       ・・・相田 みつを 著 
  福翁自伝 －現代語訳－ 
       ・・・福澤 諭吉 著 
  神君家康の密書 

・・・加藤 廣 著 
 

山本五十六 
        ・・・半藤 一利 著 
  親鸞聖人の花びら（桜の巻・藤の巻） 
        ・・・高森 顕徹 著 
  美しく怒れ 
        ・・・岡本 太郎 著 
  緑の毒 
        ・・・桐野 夏生 著 
 

 11 月 10 日（木）に「出雲崎総合大学【地元の企業見学】」を開催しま

した。20 人の方が、地元の企業である出雲崎酪農組合を見学しました。 
 11 月 22 日（火）には【地元の食材料理】として、農村地域生活アド

バイザーの皆様を講師に迎え、こんにゃくの作成とこんにゃくを使った

料理を、12 月 2 日（金）には【健康教室２ 体の健康～運動編～】とし

て、運動指導士の安野加代子様と町保健師を迎え体力測定などを行いま

した。 
出雲崎総合大学では、右記講座の受講者を募集していますので、ご希

望の方は中央公民館（℡：78－2250）までご連絡ください。 

○歴史コース 

「出雲崎の歴史（心耕学園）」 

【日時】12 月 14 日（水） 
13:30～ 

【講師】町文化財調査審議会委員 

磯部 友記雄 様 
【会場】中央公民館 講堂 

 11 月 12 日（土）に出雲崎小学校にて、『子育て

教育講演会』を開催しました。 
 今年度は「いずもざき寄席」と題し、落語家の入

船亭扇辰さん、入船亭遊一さん、林家二楽さんをお

招きし、『親子で楽しめる言葉の面白さ』をテーマ

に落語と紙切りを披露していただきました。 
 当日は小・中学生の保護者や教育関係者など約

100 名の方が会場に訪れ、会場は笑いの渦に包まれ

ていました。明るい笑顔で子育てができればいいで

すね。 
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～皆さんの身近な情報をお寄せください～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２月１９日（月）19：00～ 

～トレーニングルーム～ 

12 月・１月の指導員日程 

お気軽にお声かけください。 

 １月１６日（月）19：00～ 

   ３０日（月）19：00～ 

下記のとおり、休館となりますので、ご協力お願いいたします。 
今年も多くのみなさまからご来場いただき、ありがとうございました。 

【休館期間】 １２月２９日（木）～ １月３日（火）まで 

【休館施設】 中央公民館、海岸公民館 

       町民体育館、野球場、テニスコート、柔道場 

       屋内ゲートボール場 

○出雲崎町野球協会長杯（5/10～7/19） 
 優 勝：Mr.ローレル  準優勝：西越クラブ 

○出雲崎町公民館長杯（7/26～8/25） 
 優 勝：西越クラブ   準優勝：ベアーズ 

○出 雲 崎 町 長 杯（9/ 1～10/27） 
 優 勝：西越クラブ   準優勝：プリリンズ 

 今年度の野球シーズンが終了いたしました。大会結

果は以下のとおりです。 
11 月 11 日(金)

出雲崎中学校生

徒による町民体

育館ボランティ

ア清掃が行われ

ました。 
多くの生徒か 

ら参加していただき、窓拭きやアリーナの雑巾がけ等

普段なかなか掃除することができない箇所をきれい

にしてくれました。ありがとうございました。 

 11 月 27 日（日）町民体育館において「第 24 回新

潟県ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ中越地区大会ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球大会」

を開催しました。６月に開催した県大会に引き続き、

今回は中越地区の強豪 11 チームが熱戦を繰り広げ、

米峰柏崎(柏崎市)の優勝で幕を閉じました。 

 11 月６日（日）「第 22 回町民ソフトバレーボール

大会」を開催しました。 
 出場 12 チームが優勝を目指して競い合い、なかで

も井鼻チームが念願の３位入賞を果たし、大変喜んで

いました。 




